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ふくし生協 好きなまちでいきいきと暮らし、住み慣れたまちで安心して老いたい
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ふくし生協 検 索

　本作は、ふくし生協の組合員だけではなく、まだ私たちの活動をご存知でない方々にも、「地
域の課題」について考えていただく“きっかけ”になれば…という趣旨で作成しました。
　《第1部》は、“今”の社会保障制度を語る上で、おさえておきたい新自由主義を考え合うため
の内容となっており、《第2部》以降で深めていただきたい「医療や介護の本質的な問題」の紐
解きへと続きます。
　さて、《第1部》は「もはや戦後ではない」という表現からスタートします。この時代の背景
として、「高度経済成長のきっかけとなった朝鮮戦争」・「東南アジアの戦後賠償の問題」・
「沖縄のアメリカ軍基地の問題」など、直接は表現していませんが、今日なお続く、残された
様々な課題に問題意識を持ちながらストーリー構成を考えました。
　本作では、医療制度との密接な関連を紐解きながら、介護保険制度のこれからの流れを読み解
き、今後の「地域での困りごと」などをイメージできるように工夫していくつもりです。
　ストーリーそのものは、好意的・批判的に読んでいただくことは読者にお任せして、生活の安
心・安全のことについて、考え合う“きっかけ”になることを望んでいます。
　なお、本マンガ制作にあたって、できるだけ批判的な表現を使用せず、事実のみが伝わるよう
にしたつもりです。したがって、本作で扱った新自由主義や時の政権などに関する評価はしてい
ません。あえて細かい情報を省いていますので、読者の解釈と相違する部分があるかと思います
が、その点はご理解・ご容赦願います。（ご感想・ご意見・ご指摘等は随時お寄せください。）

　新たな試みとして、これまでお話してきました我が国の介護保険制度の変化（介護保険が医療

連携・重度化対応にシフトし、軽度者が切り捨てられる流れ）について、マンガで表現すること

に挑戦してみました。

　組合員の皆さんが日本の社会福祉の情勢を理解するツールとして、また、ふくし生協の事業や

活動の理解者を増やすツール（手段）として、ご活用いただければ幸いです。

（尚、作画は本部職員の江島大地さんです）

専務理事　稲月秀雄

一考察に基づく…日本の社会福祉
《第1部》新自由主義突入編…趣旨・ストーリー解説
一考察に基づく…日本の社会福祉
《第1部》新自由主義突入編…趣旨・ストーリー解説

組合員の皆さんへ
・・・・・

・・・・・・
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理
事
長
　
吉
野
　
髙
幸

は
じ
め
に
〜
50
周

年
ラ
ッ
シ
ュ
！

　

1
9
6
8
（
昭

和
43
）
年
、
今
か

ら
50
年
前
の
こ
の
年
は
、
私
の
人
生
に

と
っ
て
出
発
点
と
言
え
る
年
で
し
た
。
4

月
に
弁
護
士
に
な
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に

4
人
の
先
輩
弁
護
士
と
一
緒
に
北
九
州
市

小
倉
で
北
九
州
第
一
法
律
事
務
所
を
創
立

し
ま
し
た
。
7
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
今
年
私
は
弁
護
士
生
活
50
年

（
日
本
弁
護
士
連
合
会
が
表
彰
し
て
く
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。）、
結
婚
生
活
50
年

（
い
わ
ゆ
る
金
婚
式
で
す
ね
！
）
を
迎

え
、
私
達
が
創
立
し
た
事
務
所
も
創
立
50

周
年
に
な
る
の
で
す
。

　

さ
ら
に
私
が
弁
護
士
と
し
て
長
年
取
り

組
ん
で
き
た
食
品
公
害
「
カ
ネ
ミ
油
症
事

件
」
も
そ
の
年
に
発
生
し
た
の
で
、
今
年

は
発
生
し
て
50
年
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り

私
の
周
り
は
今
年
は
「
50
周
年
ラ
ッ

シ
ュ
」
状
態
な
の
で
す
。

〜
長
か
っ
た
の
か
？あ

っ
と
言
う
間
か
？
〜

　

こ
の
50
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
…
。

「
大
変
長
い
道
の
り
を
歩
い
て
来
た

な
ぁ
」
と
い
う
思
い
と
「
し
か
し
あ
っ
と

言
う
間
に
50
年
た
っ
た
な
ぁ
」
と
の
思
い

が
交
錯
し
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
「
ま

だ
ま
だ
残
さ
れ
た
時
間
が
あ
る
。
し
っ
か

り
前
を
向
い
て
歩
い
て
行
こ
う
！
」
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

〜
弁
護
士
生
活
50
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

と
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
に
廻
り
合
い
ま
し

た
。
〜

　

は
じ
め
て
「
無
罪
」
を
勝
ち
取
っ
た
刑

事
事
件
は
筑
豊
で
の
賭
博
事
件
で
す
。
私

の
依
頼
人
は
「
賭
博
開
帳
図
利
幇
助
」
、

わ
か
り
易
く
い
え
ば
、
賭
博
を
開
催
し
た

「
胴
元
」
の
手
伝
い
を
し
た
罪
で
起
訴
さ

れ
た
の
で
す
。「
手
本
引
き
」
と
い
う
賭

博
だ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
そ
の
「
手
本

引
き
」
賭
博
の
仕
組
み
を
調
べ
て
、
依
頼

人
が
胴
元
の
手
伝
い
を
し
た
の
で
は
な
い

こ
と
を
論
証
し
て
無
罪
を
勝
ち
取
っ
た
の

で
す
。
し
か
し
今
で
は
「
手
本
引
き
」
に

つ
い
て
何
も
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。

 

〜
母
親
が
す
り
変
わ
っ
た
!
?
〜

　

ご
主
人
を
亡
く
し
た
未
亡
人
か
ら
相
続

の
手
続
き
を
頼
ま
れ
着
手
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
そ
の
ご
主
人
の
戸
籍
を
た
ど
る

と
母
親
が
途
中
で
変
わ
っ
て
い
る
の
で

す
。
さ
す
が
に
私
も
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し

た
。
調
査
し
て
わ
か
っ
た
の
は
、
実
の
母

親
は
早
い
時
期
に
離
婚
し
て
実
家
に
か
え

り
、
再
婚
し
た
継
母
を
戸
籍
を
ど
う
に
か

し
て
実
母
に
し
て
い
た
の
で
す
。 

そ
ん
な

戸
籍
の
「
書
き
換
え
」
が
出
来
る
の
？
と

の
疑
問
が
わ
き
ま
す
が
「
事
実
は
小
説
よ

り
も
奇
な
り
」
な
の
で
す
。

　

別
に
偉
い
人
の
「
そ
ん
た
く
」
を
し
た

わ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
…
。 

話
だ

す
と
「
小
説
よ
り 

面
白
い
」
事
件
、
人
生

に
何
度
も
廻
り
合
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

 
〜
５
男
２
女
、
無
我
夢
中
の
子
育
て
、
無

我
夢
中
の
人
生
〜

　

私
達
夫
婦
は
7
人
の
子
ど
も
（
５
男
２

女
）
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
妻
に
は
大
変
苦

労
を
か
け
ま
し
た
（
あ
る
時
、「
５
男
２

女
よ
り
、
も
う
一
人
の
大
き
な
子
ど
も
が

一
番
手
が
か
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
は
私
は
反
論
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
私
も
子
育
て
の
一
端
は
担
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
み
な
成
人
し
た
現

在
「
と
に
か
く
バ
タ
バ
タ
し
て
い
た

な
ぁ
」
と
は
覚
え
て
い
ま
す
が
、
何
が
大

変
だ
っ
た
の
か
具
体
的
に
は
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
ま
あ
「
無
我
夢
中
」
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

〜
金
婚
式
の
次
は
？
〜

　

今
年
は
金
婚
式
で
す
が
、
金
婚
式
の
後

は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？
私
達
は
ま
だ

ま
だ
元
気
に
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
前
を
向
い
て
歩

い
て
行
き
ま
し
ょ
う
! !

「
も
う
５０
年
!!
」

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

●介護スタッフ
●看護スタッフ
●訪問ヘルパー

…
…
…

ヘルパー2級以上
准看護士以上
ヘルパー2級以上

（ ）未経験、資格の
ない方も応相談
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「
憲
法
と
わ
た
し
た
ち
」

な
ぜ
、
い
ま
健
康
権
な
の
か

　

「
環
境
権
」
は
よ
く
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
「
健
康
権
」
は
あ
ま
り

聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

1
9
7
0
年
代
以
降
、
住
環
境
の
侵
害
や

自
然
環
境
の
破
壊
に
対
し
、
環
境
権
を
主

張
し
た
裁
判
闘
争
の
住
民
運
動
が
展
開
さ

れ
、
裁
判
で
は
完
全
で
な
い
け
れ
ど
「
環

境
権
」
の
権
利
性
が
容
認
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
地
球
環
境
破
壊
が
問
題
化
さ

れ
「
環
境
権
」
へ
の
国
民
の
関
心
も
高
い

こ
と
か
ら
、
憲
法
論
議
で
一
つ
の
論
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
「
健
康
権
」

に
つ
い
て
は
、
薬
害
・
食
品
公
害
の
健
康

破
壊
へ
の
対
抗
や
生
活
保
護
基
準
な
ど
の

社
会
保
障
及
び
医
療
制
度
の
面
か
ら
主
張

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
憲
法
学
者
の
消
極

的
解
釈
や
裁
判
に
お
い
て
直
接
的
主
張
が

展
開
さ
れ
な
い
な
ど
の
状
況
か
ら
、
今

日
、
本
格
的
議
論
が
す
く
な
い
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

他
方
、
前
回
述
べ
た
薬
害
ス
モ
ン
の
後

も
薬
害
は
続
発
し
、
生
活
保
護
の
切
り
下

げ
、
医
療
制
度
の
改
悪
な
ど
が
ま
か
り
通

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
国
民
の
人
間

ら
し
く
生
き
る
権
利
の
侵
害
と
し
て
看
過

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
過
労
死
・
過
労
自

殺
が
依
然
と
し
て
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

か
つ
て
、
市
役
所
労
働
組
合
運
動
の
中
で

「
軽
ん
じ
ら
れ
て
た
ま
る
か
働
く
も
の
の

い
の
ち
と
健
康
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
二
人

の
市
職
員
過
労
死
認
定
と
二
人
の
過
労
自

殺
事
件
支
援
を
た
た
か
っ
て
き
た
も
の
と

し
て
、
今
日
の
状
況
は
許
し
が
た
く
、
労

働
者
の
「
人
間
ら
し
く
健
康
に
働
き
た

い
」
と
い
う
「
健
康
権
」
を
国
民
の
現
代

的
基
本
権
と
し
て
確
立
す
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
高
水
準
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利

（
国
に
は
保
障
義
務
）

　

国
際
人
権
規
約
は
「
到
達
可
能
な
最
高

水
準
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
」
と
規
定

し
て
い
ま
す
。
日
本
国
憲
法
は
25
条
で

「
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を

営
む
権
利
」
と
規
定
し
、
こ
の
権
利
を

「
生
存
権
」
と
総
称
し
て
い
ま
す
。
最
低

限
度
と
し
た
の
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の

「
人
間
に
値
す
る
生
存
」
に
倣
っ
た
も
の

で
す
が
、
憲
法
制
定
議
会
で
社
会
党
の
長

谷
川
議
員
は
戦
前
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
で
結
核

活
動
を
し
た
経
験
か
ら
「
健
康
」
の
文
言

を
明
記
す
る
こ
と
を
強
く
主
張
し
た
と
言

い
ま
す
。
従
っ
て
、
「
生
存
権
」
を
基
本

権
と
す
る
よ
う
に
「
健
康
に
関
す
る
権

利
」
す
な
わ
ち
「
健
康
権
」
も
基
本
権
と

し
て
の
意
義
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
25
条

１
項
に
い
う
「
生
存
権
」
が
裁
判
で
具
体

的
に
保
障
さ
れ
る
権
利
か
ど
う
か
の
議
論

で
は
否
定
説
が
通
説
と
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
憲
法
解
釈
は
人
権
認
識
が
希
薄
と
い
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。だ
か
ら
、
「
憲
法
は

絵
に
描
い
た
餅
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る

よ
う
に
、
国
民
の
要
求
運
動
の
展
開
で
、

具
体
的
に
保
障
さ
れ
る
権
利
と
し
て
確
立

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
2
項
の

「
国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
は
国
＝
為
政
者
に
権
利
の
具
体

的
保
障
の
義
務
を
求
め
て
い
る
と
読
む
の

が
自
然
で
す
。
「
健
康
権
」
を
確
立
す
る

義
務
が
国
に
は
あ
る
の
で
す
。

　
「
健
康
権
」
の
中
核
の
ひ
と
つ
は
医
療

保
障
で
す
。
国
民
の
医
療
要
求
を
踏
ま

え
、
「
健
康
の
維
持
・
増
進
、
傷
病
の
予

防
、
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
包
括
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
国
民
の

権
利
と
し
て
保
障
す
る
制
度
」
が
そ
の
中

身
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
国
際
人
権
規

約
が
「
最
高
水
準
の
健
康
を
享
受
す
る
権

利
」
と
い
う
よ
う
に
、
到
達
し
た
制
度
を

時
の
政
権
の
都
合
に
よ
っ
て
切
り
下
げ
る

こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
の
が
、
25
条

2
項
の
正
し
い
憲
法
解
釈
で
し
ょ
う
。
国

民
の
間
に
は
「
権
利
」
要
求
へ
の
遠
慮
が

存
在
し
ま
す
が
、
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
為
政
者
は
社
会
保
障
を
施
し

と
す
る
思
想
を
払
拭
せ
ず
自
己
責
任
論
を

説
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
自
ら
の
責
任

を
放
置
す
る
25
条
2
項
違
反
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
憲
法
は
活
か
し
実
現
し
て

い
く
も
の
で
す
。

　
「
健
康
権
」
は
「
人
間
ら
し
く
生
き
る

権
利
」
の
基
本
で
あ
り
、
現
代
的
基
本
権

と
し
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
そ

の
実
現
は
、
ひ
と
え
に
国
民
の
運
動
に
か

か
っ
て
い
る
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。　

（
過
労
死
過
労
自
殺
と
健
康
権
は
次
号
）

く
さ
か
べ

日
下
部 

や
す
ひ
さ

恭
久 

（
ふ
く
し
生
協
組
合
員
・
　
　
　

九
条
の
会
福
岡
県
連
絡
会
）

「
健
康
権
」
は
現
代
的
基
本
権
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人
生
の
高
齢
期
を
考
え
る

　

前
号
で
、
遺
族
年
金
に
関
わ
る
国
保
・

介
護
税
で
と
り
あ
げ
た
「
飯
塚
市
の
例
」

で
訂
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

2
0
1
8
年
度
の
改
定
に
あ
わ
せ
、
訂

正
、
加
筆
し
ま
す
。

　
「
飯
塚
市
の
場
合
、
65
歳
の
一
人
所
帯

で
年
金
が
1
9
2
万
円
（
月
16
万
円
）
と

す
る
と
、
国
保
税
1
0
1
7
0
0
円
、
介

護
保
険
税
9
5
0
4
0
円
、
あ
わ
せ
て

1
9
6
7
4
0
円
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
が
、
遺
族
年
金
と
な
る
と
、
住
民
税

は
非
課
税
と
な
り
国
保
税
（
7
割
減
免
）

2
0
7
0
0
円
、
介
護
保
険
税

3
5
6
4
0
円
（
区
分
段
階
1
）
で
あ
わ

せ
て
5
6
3
4
0
円
、
７
割
以
上
の
減
で

す
。
」

　

そ
の
う
え
、
2
0
1
8
年
度
か
ら
、
介

護
保
険
税
の
計
算
で
、
住
民
税
非
課
税
の

人
の
合
計
所
得
金
額
か
ら
「
年
金
収
入
に

係
る
所
得
額
」
が
控
除
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
非
課
税
の
場
合
、

年
金
所
得
（
年
金
額
―
1
2
0
万
円
）
を

合
計
所
得
金
額
か
ら
引
く
こ
と
に
な
り
、

昨
年
度
ま
で
の
段
階
区
分
2
と
3
は
最
も

低
い
段
階
1
に
下
が
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

年
金
収
入
を
所
得
計
算
か
ら
は
ず
す
こ
と

で
、
公
的
年
金
の
み
の
非
課
税
所
帯
は
合

計
所
得
金
額
が
０
円
に
な
り
ま
す
。

（
65
歳
か
ら
の
合
計
所
得
金
額
と
は
、

﹇
公
的
年
金
―
1
2
0
万
円
﹈
+
﹇
給
与

―
給
与
所
得
控
除
﹈
+
そ
の
他
の
所
得
と

考
え
て
く
だ
さ
い
）

　

遺
族
年
金
は
金
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら

ず
非
課
税
扱
い
で
す
か
ら
、
同
じ
年
金
額

で
あ
っ
て
も
課
税
扱
い
の
年
金
受
給
者
と

は
、
税
金
、
社
会
保
障
関
係
税
で
大
き
な

差
が
生
じ
ま
す
。

　

非
課
税
と
は
、
県
民
税
（
均
等
割
）
も

市
町
村
民
税
（
所
得
割
）
も
0
に
な
る
こ

と
で
す
。
非
課
税
に
な
る
と
、
所
得
税
・

住
民
税
な
し
、
介
護
保
険
税
・
国
保
税
の

減
免
、
医
療
・
介
護
費
用
の
減
免
な
ど
、

月
々
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
公
租
公

課
が
大
幅
に
減
り
ま
す
。

　

行
政
や
政
治
の
あ
り
方
、
お
金
の
使
わ

れ
方
を
見
て
い
る
と
、
私
た
ち
も
少
な
い

年
金
を
守
る
た
め
に
自
己
防
衛
策
を
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
税
非
課
税
に
な
る
年
金
額（
収
入
）は

　

飯
塚
市
で
は
65
歳
で
単
身
の
場
合
、
非

課
税
枠
の
年
金
額
は
1
5
1.
5
万
円
以

内
で
す
。
こ
れ
を
超
え
る
と
1
5
1.
6

万
円
で
は
住
民
税
課
税
と
な
り
、
介
護
保

険
税
9
5
0
4
0
円
が
徴
収
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
の
夫
婦
の
場
合
は
所
帯
主

2
0
1.
9
万
円
、
配
偶
者
1
5
1.
5
万

円
以
内
だ
と
非
課
税
所
帯
に
な
り
ま
す
。

働
い
た
場
合
の
給
与
は
一
人
65
万
円
ま
で

所
得
な
し
の
扱
い
で
す
か
ら
、
夫

2
6
6.
9
万
円
、
妻
1
8
3
万
円
、
計

4
4
9.
9
万
円
ま
で
は
非
課
税
で
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
計
算
に
は
な
り
ま

す
。

　

市
町
村
で
は
、
非
課
税
に
な
る
合
計
所

得
金
額
の
上
限
が
決
ま
っ
て
い
て
、
単
身

で
福
岡
・
北
九
州
市
35
万
円
、
扶
養
家
族

が
あ
る
場
合
は
、
﹇
35
万
円
×
本
人
+
扶

養
家
族
数
+
21
万
円
﹈
、
飯
塚
市
な
ど
は

単
身
3
1.
5
万
円
、
複
数
所
帯
①

﹇
3
1.
5
万
円
×
本
人
+
扶
養
家
族
数

+
1
8.
9
万
円
﹈
と
な
っ
て
い
て
、
嘉

麻
市
な
ど
は
28
万
円
と
、
3
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
2
0
2
0
年
度
か
ら
、
合

計
所
得
金
額
か
ら
引
く
基
礎
控
除
を
現
行

の
33
万
円
（
住
民
税
の
場
合
）
か
ら
38
万

円
に
上
げ
課
税
所
得
を
下
げ
る
代
わ
り

に
、
給
与
所
得
控
除
額
を
65
万
円
か
ら
55

万
円
に
下
げ
、
公
的
年
金
等
控
除
を

1
2
0
万
円
か
ら
1
1
0
万
円
に
下
げ
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
税
の
計
算

に
使
わ
れ
る
合
計
所
得
金
額
が
上
が
り
ま

す
。
先
の
飯
塚
市
の
例
で
は
、
非
課
税
収

入
額
が
年
金
1
4
1.
5
万
円
以
内
、
給

与
55
万
円
以
内
に
変
更
に
な
り
、
基
礎
控

除
額
が
5
万
円
上
が
っ
て
も
、
引
か
れ
る

健
康
保
険
・
介
護
保
険
税
の
方
が
大
き
く

な
り
、
結
局
は
年
金
の
手
取
り
額
が
減
少

し
ま
す
。
中
で
も
現
在
の
非
課
税
所
帯
か

ら
課
税
所
帯
に
変
更
さ
れ
る
家
庭
は
、
相

当
な
増
税
に
な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
ま

す
。

確
定
申
告
で
税
を
考
え
る

　

共
働
き
の
我
家
は
30
年
も
昔
、
3
人
の

子
ど
も
が
市
の
保
育
園
に
通
っ
て
い
た
一

時
期
、
月
11
万
円
も
保
育
料
を
支
払
っ
て

い
ま
し
た
。
二
人
の
子
ど
も
を
通
わ
せ
て

い
る
開
業
医
の
奥
さ
ん
の
お
迎
え
は
高
級

外
車
、
私
の
は
中
古
の
軽
自
動
車
、
園
長

さ
ん
が
同
情
し
て
そ
っ
と
教
え
て
く
れ
ま

し
た
、
「
あ
ち
ら
は
保
育
料
が
最
低
、
お

宅
は
大
変
で
す
よ
ね
」
と
、
以
来
、
税
金

の
し
く
み
に
大
い
に
疑
問
を
持
っ
て
き
ま

し
た
。

　

30
年
く
ら
い
前
に
、
組
合
運
動
で
防
衛

費
分
の
還
付
申
請
に
取
り
組
ん
だ
と
き
、

確
定
申
告
の
仕
方
を
覚
え
ま
し
た
。
以

来
、
医
療
費
や
寄
付
金
な
ど
の
還
付
申
請

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
65
歳
を
過
ぎ
て
生

活
を
支
え
る
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
公
租
公
課
の
大
き
さ
を
よ
り
実

感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

2
0
1
8
年
税
制
改
正
で
は
2
0
2
0
年

ま
で
に
、
給
与
や
年
金
に
関
わ
る
控
除
の

内
容
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
号
は
、

「
確
定
申
告
」
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
次
号
に
続
く
）

（
記
・
吉
野 

道
利
）

住
民
税
非
課
税
と
は
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当
事
業
所
（
赤
と
ん

ぼ
）
で
は
長
年
、
体
重
測

定
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

　

毎
月
体
重
測
定
の
日
を

決
め
て
体
重
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
車
椅

子
の
方
や
、
そ
の
場
に
静

止
で
き
な
い
ご
利
用
者
さ

ん
な
ど
は
正
確
に
体
重
を

測
定
で
き
な
い
の
で
す
。

特
に
体
重
管
理
が
必
要
な

重
篤
な
病
気
の
方
な
ど
は

困
っ
て
い
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
職
員
が

「
お
姫
様
抱
っ
こ
」
し
て

測
定
を
お
こ
な
う
と
い
う

方
法
に
も
限
度
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
当
事
業
所
若
手
職
員
の

Ｆ
さ
ん
が
写
真
の
よ
う
な
測
定
時
に
使
う

も
の
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

　

こ
れ
が
な
か
な
か
の
優
れ
も
の
で
、
利

用
者
さ
ん
は
車
い
す
に
乗
っ
て
い
た
だ
い

た
ま
ま
体
重
を
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
さ
ら
に
改
良
が
加
え
ら
れ

車
い
す
を
ス
ム
ー
ズ
に
乗
降
さ
せ
る
た
め

の
ス
ロ
ー
プ
も
つ
き
ま
し
た
の
で
、
便
利

度
ア
ッ
プ
、
重
宝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。（

記
・
水
巻
事
業
所
所
長
・
藤
田
真
弓
）

若
手
職
員
の

ひ
ら
め
き
で…

　

去
る
三
月
二

十
八
日
（
水
）、

直
方
市
内
十
三

の
学
童
ク
ラ
ブ

合
同
で
、
『
お

別
れ
バ
ス
遠

足
』
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
三
百

九
十
五
名
・
支

援
員
五
十
六

名
・
保
護
者
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
三

十
二
名
、
総
勢

四
百
八
十
三
名

が
十
一
台
の
バ

ス
で
響
灘
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
に

向
か
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
雲
一
つ
な
い
真
っ
青
な
空

の
下
、
午
前
中
は
広
々
と
し
た
芝
生
の

上
で
四
百
八
十
三
名
み
ん
な
で
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
。
一
チ
ー
ム
一
〇
両
編
成

（
一
〇
人
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
先
頭

の
人
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
、
負
け
た

ら
勝
っ
た
車
両
の
後
ろ
に
繋
が
り
、
車

両
の
先
頭
同
士
が
じ
ゃ
ん
け
ん
を
繰
り

返
し
な
が
ら
繋
が
っ
て
い
く
「
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
」
。
最
後
は
四
百
八
十
三
両

（
四
百
八
十
三
人
）
の
長
い
列
車
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
み
ん
な
で
輪
に
な
っ
て
、
十

三
学
童
四
百
八
十
三
人
の
「
輪
」
を
作

り
ま
し
た
。

　

お
昼
は
楽
し
く
桜
の
下
で
花
見
を
し

な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
、
午
後
は
ボ
ー

ル
遊
び
な
ど
を
し
ま
し
た
。

　

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会
に
続
い
て
合

同
バ
ス
遠
足
も
、
十

三
学
童
ク
ラ
ブ
の
子

ど
も
た
ち
の
交
流
が

出
来
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学

童
で
過
ご
し
た
日
々

を
ふ
り
返
っ
た
時

に
、
「
学
童
は
楽
し
か
っ
た
！
」
と
思
い

出
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

（
記
・
直
方
市
学
童
保
育
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
　
藤
廣 

麻
弓
）

ふくし生協
直方市学童保育支援センター

十三学童の○
お別れバス遠足

わ
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汗
を
流
す
程
度
で
、
サ
ッ
と
湯
舟
（
風

呂
）
か
ら
あ
が
る
人
の
こ
と
を
「
カ
ラ
ス

の
行
水
」
と
聴
か
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
実

態
は
？
と
ん
で
も
な
い
！
『
百
聞
は
一
見

に
如
か
ず
』
で
あ
る
。

　

私
の
住
む
団
地
は
2
0
0
号
線
に
近
く

バ
ス
停
か
ら
5
0
0
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
だ

ろ
う
か
。
整
形
病
院
が
あ
り
、
そ
の
裏
の

池
の
周
辺
は
禁
猟
区
で
野
鳥
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
る
。

　

あ
る
日
、
水
溜
り
で
パ
シ
ャ
パ
シ
ャ
や

2018年（平成30年）5月発行 「ひゃくさい」No.91

っ
て
い
る
ハ
シ
太
カ
ラ
ス
。
人
さ
ま
か
ら

物
好
き
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
、

炎
天
下
、
汗
も
拭
か
ず
に
見
入
っ
た
。

　

5
分
、
い
や
そ
れ
以
上
ず
っ
と
水
浴
び

を
し
て
い
た
。
要
す
る
に
羽
虫
を
水
で
払

い
落
す
行
為
な
の
だ
と
後
で
知
っ
た
。

　

病
院
裏
池
の
10
数
年
前
の
光
景
だ
っ

た
。

　

妻
と
二
人
で
タ
ス
マ
ニ
ア
へ
の
7
日
間

（
2
月
27
日
出
発
）
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

タ
ス
マ
ニ
ア
は
、
タ
ス
マ
ニ
ア
デ
ビ
ル

（
小
熊
の
様
な
獣
）
他
の
独
特
な
動
物
で

有
名
で
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
国
）
の

中
の
一
つ
の
州
で
す
が
、
本
島
の
南
方
海

上
に
あ
り
北
海
道
の
約
8
割
程
度
の
広
さ

を
有
す
る
島
で
す
。

　

今
回
の
目
的
地
は
、
島
の
中
の
ク
レ
イ

ド
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
国
立
公
園
と
い
わ
れ
る

自
然
保
護
区
で
す
。

　

日
本
か
ら
は
10
時
間
以
上
の
飛
行
機
の

旅
で
大
変
疲
れ
ま
し
た
が
、
国
立
公
園
で

は
広
い
部
屋
の
ロ
ッ
ジ
に
3
泊
し
ハ
イ
キ

ン
グ
を
楽
し
み
、
ま
た
、
自
然
な
状
態
で

保
護
、
管
理
さ
れ
て

い
る
太
古
の
植
物
や
、

タ
ス
マ
ニ
ア
デ
ビ
ル
、

ウ
ォ
ン
バ
ッ
ト
、
ワ

ラ
ビ
ー
ほ
か
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
独
特
の

動
物
も
間
近
に
見
、

楽
し
い
旅
を
満
喫
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

タ
ス
マ
ニ
ア
旅
行（水

巻
事
業
所
・
井
上
　
忠
）

旅
行
記

（タスマニアデビル）

（大川小学校跡地）

　

今
や
、
全
国
の
子
ど
も
の
数
よ

り
も
ペ
ッ
ト
（
犬
や
猫
）
の
方
が

多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
ペ
ッ

ト
が
長
生
き
す
る
よ
う
に
な
り
、

人
間
と
同
じ
よ
う
に
高
齢
化
の
時

代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

寿
命
が
延
び
た
の
は
、
ペ
ッ
ト

の
室
内
飼
育
が
増
え
た
こ
と
や
、

病
気
の
予
防
、
治
療
技
術
の
向

上
、
ペ
ッ
ト
の
病
院
が
増
え
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
高
齢
化
の
裏
で
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
の
が
、
ペ
ッ
ト
の

生
活
習
慣
病
で
す
。
例
え
ば
、
糖

質
や
脂
肪
の
多
い
食
事
や
オ
ヤ
ツ

の
与
え
過
ぎ
、
運
動
不
足
は
肥
満

や
糖
尿
病
な
ど
様
々
な
病
気
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
可
愛
い
ペ
ッ
ト

で
す
が
モ
ノ
言
わ
ぬ
だ
け
に
、
飼

い
主
の
注
意
と
配
慮
が
必
要
で
し

ょ
う
。

「ペットも高齢化の時代」
可愛い家族の一員として…

イヌ
8.6歳

ネコ
5.1歳

1990年

10.1

6.7

94

11.9

9.9

2002

イヌとネコの平均寿命
※東京農工大ほか調査

調査年

13.2
11.9

14

◆
申込・問合先

◆

福岡県高齢者福祉生活協同組合
住所：福岡市博多区店屋町3-23-2F
電話：092-282-1431（代表）
FAX：092-282-1433

※詳しい事は本部事務局へどうぞ!

◆日時：2018年9月9日(日)～10日(月)
◆参加定員：15名
◆参 加 費：20,000円 (宿泊費込み)
  (食事代、移動交通費など、一部自己負担があります)

あれから7年半、
被災地は今…！

高齢協連合会
震災復興支援ツアー 2018年

募集
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去
る
3
月
11
日
（
日
）、
2
0
1
7
年
度
ケ
ア
ワ

ー
カ
ー
集
会
が
T
K
P
小
倉
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
北

九
州
市
小
倉
北
区
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回

の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
は
『
ど
う
な
る
介
護
保
険
?

今
問
わ
れ
る
私
た
ち
の
宅
老
所
ケ
ア
!
』
と
い
う
テ

ー
マ
を
掲
げ
、
2
0
1
8
年
度
介
護
・
医
療
報
酬
の

同
時
改
訂
の
内
容
と
こ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
ふ
く
し

生
協
が
担
っ
て
い
く
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
講
演
が

な
さ
れ
、
参
加
し
た
1
0
8
名
の
職
員
の
皆
さ
ん
は

真
剣
に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

午
前
の
部
で
は
ま
ず
稲
月
専
務
の
基
調
講
演
が
あ

り
、
今
回
の
介
護
・
医
療
の
同
時
改
訂
の
本
質
で
あ

る
「
高
齢
者
の
退
院
を
促
進
・
誘
導
す
る
医
療
報
酬

の
導
入
に
よ
り
、
病
院
か
ら
在
宅
（
介
護
）
へ
の
移

行
が
加
速
し
て
い
く
こ
と
」
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
ふ
く
し
生
協
の
強
み
で
あ

る
「
24
時
間
3
6
5
日
、
看
取
り
ま
で
寄
り
添
う
宅

老
所
ケ
ア
」
が
そ
う
し
た
在
宅
ケ
ア
の
受
け
皿
と
な

る
こ
と
。
そ
し
て
今
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
で
実
践
し

て
い
る
ケ
ア
は
私
た
ち
の
強
み
を 

1
0
0
%
活
か

せ
る
水
準
に
達
し
て
い
る
の
か
を
こ
の
集
会
を
通
じ

て
見
つ
め
直
し
、
明
日
か
ら
の
業
務
へ
活
か
そ
う
と

い
う
課
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
ひ
ま
わ
り
、
直
方
、
宗
像
、
西
南
の
4
事
業

所
か
ら
実
際
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
重
度
対
応
や
買

い
物
支
援
な
ど
の
「
利
用
者
・
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ

に
寄
り
添
っ
た
」
事
例
報
告
が
な
さ
れ
、
参
加
者
か

ら
も
事
例
に
対
し
て
の
質
問
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ

ま
し
た
。 

　

午
後
の
部
で
は
4
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ

れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
め
あ
い
ま
し
た
。 

第
1
分
科
会
　
人
と
し
て
の
尊
厳 

　

第
1
分
科
会
で
は
日
々
の
ケ
ア
の
中
で
ご
利
用
者

様
の
尊
厳
を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く
の
か
を
深
め

る
た
め
、
実
際
に
悪
い
ケ
ア
の
事
例
の
実
演
や
利
用

者
様
へ
の
対
応
の
し
方
な
ど
の
体
験
を
通
じ
た
学
習

が
深
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
実
演
や
体
験
を
通
じ
て
日
頃

の
ケ
ア
に
問
題
が
無
か
っ
た
か
を
見
直
す
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。 

第
2
分
科
会
　
仕
事
の
悩
み
と
や
り
が
い 

　

第
2
分
科
会
で
は
グ
ル
ー
プ
の
中
で
お
互
い
に

「
な
ぜ
ふ
く
し
生
協
に
入
協
し
た
の
か
」
な
ど
自
己

紹
介
か
ら
始
め
、
今
持
っ
て
い
る
仕
事
の
悩
み
や
仕

事
の
や
り
が
い
な
ど
の
〝
思
い
〞
を
共
有
す
る
作
業

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
職
場
で
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
提
起
が

な
さ
れ
、
ふ
く
し
生
協
が
同
じ
〝
思
い
〞
を
持
っ
た

人
達
の
集
ま
り
で
あ
り
、
決
し
て
一
人
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

第
3
分
科
会
　
頭
に
知
識
、
手
に
技
術 

　

第
3
分
科
会
で
は
福
祉
用
具
会
社
の
ウ
ェ
ル
フ
ァ

ン
様
、
シ
ン
ク
ロ
ケ
ア
ネ
ッ
ト
様
か
ら
招
い
た
講
師

よ
り
正
し
い
福
祉
用
具
の
使
用
方
法
や
他
業
種
連
携

に
よ
る
病
状
の
改
善
事
例
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
現
場
で
必
要
な
知
識
や
技

術
を
共
有
す
る
こ
と
や
介
護
に
関
わ
る
様
々
な
業
種

の
方
々
と
の
連
携
の
重
要
性
に
深
く
感
銘
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

第
4
分
科
会
　
地
域
の
つ
な
が
り 

　

第
4
分
科
会
で
は
私
た
ち
の
仕
事
が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
広
げ
て
い
く
事
例
と
し
て
、
「
小
規
模
多

機
能
ほ
ば
し
ら
の
運
営
推
進
会
議
の
事
例
」
や
「
直

方
事
業
所
の
ゆ
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
買
い
物
支
援
の

事
例
」
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
の
仕
事
か
ら
関

わ
る
地
域
の
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
更
な
る
ニ

ー
ズ
の
発
生
な
ど
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

 
今
回
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
で
は
全
事
業
所
よ
り

介
護
事
例
を
募
集
し
、
午
前
・
午
後
を
通
じ
て
活

用
・
共
有
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た 

4
7
の
事
例
は
職
員
の
皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
の
賜

物
で
あ
り
、
誇
る
べ
き
も
の
で
す
。 

 

2
0
1
8
年
度
は
私
た
ち
ふ
く
し
生
協
の
役
割
が

一
層
重
要
視
さ
れ
る
年
度
と
な
り
ま
す
。
集
会
で
得

た
も
の
を
明
日
か
ら
の
業
務
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

を
期
待
し
ま
す
! 

（
記
・
世
利
）

第19回通常総代会

総代会日程・会場

総代会（議案）

2018年6月17日（日）
福岡国際会議場（4F : 411･412）
（福岡市博多区石城町 2-1　TEL 092-262-4111）

●福岡都市高速道路「築港出入口」降車
●西鉄バス「国際会議場前」下車
●JR博多駅より
●福岡空港より
●地下鉄呉服町駅より

・第1号議案 2017年度事業報告、決算報告、監査報告
 及び余剰金処分案承認の件
・第2号議案 2018年度活動方針と事業計画及び
 予算決定の件
・第3号議案 役員改選の件
・第4号議案 役員報酬限度額決定の件
・第5号議案 議案決議効力発生の件
・その他　

10:30～16:00

タクシー10分
タクシー20分

徒歩12分

…………………
…………………

………………

近づく
2
0
1
7
年
度
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
開
催
!!

　
　
　
　
　

事
例
を
共
有
し
、良
い
宅
老
所
ケ
ア
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

2
0
1
7
年
度
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
集
会
開
催
!!

　
　
　
　
　

事
例
を
共
有
し
、良
い
宅
老
所
ケ
ア
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

　

▼
先
号
「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
」
稲
月
専
務

理
事
の
社
会
教
育
主
事
的
視
点
で
の
地
域
活

動
報
告
を
読
ん
で
、
ふ
く
し
生
協
の
激
務
の

中
で
こ
れ
ほ
ど
の
こ
と
を
さ
れ
た
こ
と
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
私
も
か
つ
て
市
役

所
時
代
、
公
民
館
と
市
民
セ
ン
タ
ー
で
社
会

教
育
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

専
務
の
凄
さ
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
域
の
中
で
人
を
信
頼
し
て
活
動

す
る
こ
と
が
基
調
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
の
哲
学
が
今
日
の
ふ
く
し
生
協
を
リ

ー
ド
さ
れ
て
き
た
基
本
に
あ
っ
た
の
だ
と
も

改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。

　

専
務
バ
ン
ザ
イ
！

　
〝
ひ
ゃ
く
さ
い
〞
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま

す
ね
。
読
者
投
稿
は
と
て
も
い
い
で
す
ね
。

私
の
投
稿
「
憲
法
と
私
た
ち
」
は
、
権
利
を

実
現
し
よ
う
と
必
死
で
頑
張
っ
て
き
た
人
を

描
き
は
し
た
の
で
す
が
、
少
し
は
読
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
の
か
心
配
で
す
。

　

ふ
く
し
生
協
の
介
護
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
）
実
践
は
、
正
に
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い

る
基
本
的
人
権
の
実
現
を
確
実
な
も
の
に
し

て
い
く
実
践
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
私
も
地
域
で
生
活
の
場
で
、
み
な
さ
ん

と
共
に
歩
い
て
行
き
ま
す
。

（
福
岡
市
東
区
・
日
下
部
　
恭
久
）



ロスワ ド ズルク ー パ

〈
ヒ
ン
ト
〉

今
で
は
全
国
的
に

大
変
な
人
気
者
で
す

▼
タ
テ
、ヨ
コ
の《
カ
ギ
》に
従
って
マ
ス
目
に
言
葉
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。た
だ
し
、右
下
隅
に
☆
の
あ
る
マ
ス
に
は
漢
字
が
入

り
ま
す
。タ
テ
、ヨ
コ
で
漢
字
の
読
み
は
違
っ
て
い
ま
す
。す
べ

て
の
マ
ス
を
埋
め
終
わ
っ
た
ら
、二
重
マ
ス
の
中
の
文
字
を
並
べ

替
え
て
、〈
ヒ
ン
ト
〉に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
を
作
って
く
だ
さ
い
。

そ
れ
が
答
え
で
す
。

 
《
タ
テ
の
カ
ギ
》　

※
出
題
〔
西
日
本
新
聞
よ
り
引
用
〕

■
前
回
の
答
は「
オ
ク
ル
コ
ト
バ
」 

　
で
し
た
。
正
解
者
多
数
に
つ
き
、

　
抽
選
で
次
の
5
人
の
方
々
に

　
Q
U
O
カ
ー
ド
を
送
り
ま
し
た
。

◆
九
十
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者

41

　

完
成
し
た
言
葉
と「
ひ
ゃ
く
さ
い
」の
感
想

な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、「
ふ
く
し
生
協
・

広
報
委
員
会
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
係
」ま
で

6
月
10
日
必
着
。正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

５
人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ（
ク
オ
）カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。

 
《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

1

86

10 11 1312

20 21

☆

☆

1514

1918

2 3 4

7

9

1716

5
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1 

玄
界
灘
と
有
明
海
に
接
し
て
い
る
県

2 
瓶
の
口
を
ふ
さ
ぐ
の
は
?

3 
江
戸
時
代
に
は
出
島
が
あ
り
ま
し
た

4 
建
物
の一部
を
作
り
替
え
る
こ
と

5 

普
段
と
変
わ
り
の
な
い
こ
と

7 

ヤ
ー
ド・ポ
ン
ド
法
に
お
け
る
長
さ

の
単
位

9 

別
府
や
湯
布
院
な
ど
温
泉
が
有
名

10 

「
魏
志
倭
人
伝
」に
よ
れ
ば
伊
都
国

が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
で
す

11 

実
際
は
存
在
し
な
い
の
に
、あ
る
よ
う

に
見
え
る
も
の

13 

プ
ロ
野
球
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
キ
ャ
ン
プ

地
と
し
て
も
有
名

15 

言
葉
が
示
す
内
容

17 

物
事
が
次
々
に
出
て
く
る
こ
と
を
何

の
タ
ケ
ノ
コ
?

19 

鳥
獣
の
内
臓

2 

将
来
性
の
あ
る
人

6 

耐
え
忍
ぶ
こ
と
、じ
っ
と
〜

8 

俳
句
の
季
語
を
解
説
す
る
〜
記

9 

お
み
く
じ
、こ
れ
だ
と
い
い
な

10 

も
て
な
し
。〜
酒

12 

赤
と
白
、ど
ち
ら
の
〜
が
勝
つ
か
な
?

14 

分
か
れ
出
た
も
の
の
本
体
。運
動
の
〜

16 

箱
根
駅
伝
、1
月
2
日
は
こ
こ
を
競
い

ま
す

18 

黄
色
で
フ
ワ
フ
ワ
の
花
を
咲
か
せ
ま
す

20 

今
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
は
こ
こ
の
出
身

21 
地
球
の
衛
星

　
▼
近
く
の
公
園
の
桜
が
美
し
く
、
も
う
見

頃
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
友
達
5
人
で

お
弁
当
持
参
で
花
見
を
楽
し
み
ま
し
た
が
も

う
一
年
経
ち
ま
し
た
。
月
日
の
早
さ
を
実
感

し
ま
す
。
「
み
ん
な
の
文
芸
広
場
」
の
皆
様

の
絵
手
紙
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
一
生

懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

（
八
幡
西
区
・
野
澤
　
啓
子
）

　
▼
親
が
、
体
の
不
調
を
口
に
す
る
の
で
す

が
、
病
院
に
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
何
か
良

い
方
法
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
か
り
ん
）

　
▼
先
号
の
記
事
「
私
の
老
い
支
度
」
を
読

み
、
私
自
身
の
事
を
笑
っ
て
し
ま
っ
た
77

歳
。
「
余
生
」
の
言
葉
は
私
の
辞
書
に
は
な

い
。
50
年
間
欠
か
さ
な
い
超
真
面
目
な
ラ
ジ

オ
体
操
で
体
重
は
常
に
一
定
を
保
ち
猫
の
よ

う
な
し
な
や
か
さ
を
武
器
に
、
天
ま
で
届
く

山
に
登
り
続
け
、
あ
る
日
、
プ
ツ
ン
…
が

夢
。
悪
い
事
も
丸
い
と
そ
れ
を
楽
し
み
、
ワ

ク
ワ
ク
・
キ
ラ
キ
ラ
生
き
て
ま
す
わ
ヨ
！

　
心
は
い
つ
も
18
歳
! !

（
水
巻
町
・
江
上
　
淑
子
）

　
▼
初
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

（
宗
像
市
・
村
井
　
直
樹
）

　
▼
先
号
の
稲
月
専
務
の
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ

を
拝
読
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
北
九
州
市
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
て
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
元
気
で
「
ふ

く
し
生
協
と
地
域
づ
く
り
」
に
ご
尽
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
福
岡
市
南
区
・
丸
山
　
玉
枝
）

　
▼
広
報
誌
「
ひ
ゃ
く
さ
い
」
、
毎
回
楽
し

い
話
題
の
記
事
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
福
岡
市
南
区
・
奥
田
　
逸
子
）

　
▼
や
っ
と
寒
い
冬
が
終
り
明
る
い
日
射
し

が
ま
ぶ
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
満
開
の

桜
花
の
美
し
さ
に
感
動
し
、
名
も
知
ら
ぬ
草

花
や
木
の
芽
も
美
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
春
の
陽
気
に
、
私
達
も
誘
わ
れ
何
か

し
ら
成
長
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

（
福
岡
市
早
良
区
・
林
田
　
明
代
）

　
▼
私
も
、
水
墨
画
を
少
し
習
っ
て
い
ま
す

の
で
「
み
ん
な
の
文
芸
広
場
」
に
出
品
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
遠
賀
郡
遠
賀
町
・
富
田
　
俊
二
）

　
▼
シ
リ
ー
ズ
『
人
生
の
高
齢
期
を
考
え

る
』「
遺
族
年
金
に
つ
い
て
」、
年
金
か
ら
差

引
か
れ
る
税
が
増
す
中
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

が
不
安
で
す
。

（
糟
屋
郡
粕
屋
町
・
合
屋
美
智
子
）
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・
奥
田
　
逸
子
さ
ま
（
福
岡
市
南
区
）

・
村
井
　
直
樹
さ
ま
（
宗
像
市
）

・
野
澤
　
啓
子
さ
ま
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

・
富
田
　
俊
二
さ
ま
（
遠
賀
郡
遠
賀
町
）

・
合
屋
美
智
子
さ
ま
（
糟
屋
郡
粕
屋
町
）
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みんなの

文芸文芸文芸
広 場

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。▲ほのぼの消しゴム版画作品

（版：加治美千代　字：鶴田輝子）

好 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

木
本
末
子 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

丸
山
玉
枝 

（
ミ
ナ
ミ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▲江上淑子（水巻町）

▲ミナミデイの皆さんの貼絵作品

伊
藤
幸
雄 

（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▲三笠郁枝（水巻町）

▲中野よしの（水巻町） ▲山田安子（水巻町） ▲花井美知子（水巻町） ▲永田ヒサコ（水巻町）

▲𠮷住智江（水巻町）


